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MCAROI使用マニュアル 

 

蛍光 X 線のエネルギーが近い元素の混合物について蛍光 XAFS 測定を行った場合、ROI の範囲検討に時間を

要すことがある。このアプリケーションを使用すると、蛍光 XAFS測定時に得られた全MCAデータに ROIを再

設定して XAFSスペクトルを出力することが可能になり、実験を効率的に行うことが可能になる。 

 

MCAROIのインストール方法 

 

1. 最初に、インストール先 PCのメモリ(RAM)を確認する。 

メモリ使用量が大きいアプリケーションのため、メモリが 8.00 GBはあることが望ましい。 

（過去にメモリ 2.00 GBの PCでは動作しないことが確認されている） 

 

2. MCAROIをダウンロードする。（MCAROIのダウンロードリンク） 

 

3. インストーラを起動し、ウィザードに従って PCにMCAROIをインストールする。 

 

4. インストール後、MCAROIが起動できるか確認する。 

 

 

  

http://titan.nusr.nagoya-u.ac.jp/AichiSR/Programs/ReROI-InstallerMCAROI.zip
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全MCAデータを取得する方法 

 

1. XAFSM2「状態/設定」タブの「XAFS測定時、各点でのMCAスペクトルをファイルに記録する」にチェッ

クを入れる。 

 

2. 通常の手順で蛍光 XAFS測定を。 

3. 測定データと同じ場所に「サンプル名-MCA」フォルダが作成され、同フォルダ内に各測定点における全MCA

データが記録される。 
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データの開き方と ROIの再設定 

 

1. MCAROIを起動し、画面右上のボタンをクリックする。 

 

2. MCAに対応する.datファイルを選択して開く。 

（測定時に一緒に出力される-dtc2.datは数え落とし補正後のデータであるため使用できない。） 

 

3. データが読み込まれると、画面上段にMCAスペクトルが表示され、画面下段に現在設定された ROIにおけ

る XAFSスペクトルが表示される。 
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4. ROIを再設定しやすいように、MCAスペクトルの縦軸と横軸を調節する。 

調節は軸両端の目盛りの数値をクリックして直接適当な値を入力するか、上段左側グラフパレットのルーペ

ボタンから機能を選択してスペクトル内をクリックすることで拡大・縮小できる。 

 

5. ROIの範囲は青い線をクリックして左右に動かすか、画面中央の ROIに直接数値を入力することで変更でき

る。 

 

このデータではROI変更前の範囲内に Ti-K線(4.5 keV)とCs-L線(4.3 keV)が入っていたためXAFSスペクトル

中に TiとCs両方の吸収端が見られたが、ROIを再設定することでCsの吸収端のみを抽出することができた。 
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ROI再設定後の XAFSスペクトルの出力・数え落とし補正方法 

 

1. 画面下段右の「ファイルへ出力」ボタンをクリックする。 

 

2. 新しいファイル名を入力し、拡張子「.dat」を付ける。ここでは、New-ROI.datとしている。 

ファイル名は半角英数字のみ使用可能である。 

 

3. 必要であれば SDDの手動数え落とし補正マニュアルに従って新しいファイルへ数え落とし補正を行う。 

4. Athenaで実際にデータを開いて確認する。 

 

 

https://aichisr.jp/content/files/BL5S1/manual_deadtime_correction.pdf
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更新履歴 

・2018年 7月 11日 マニュアル作成 

・2018年 8月 10    文書修正 

・2021年 1月 6日   MCAROIのソフトウェア更新による文書修正 

・2022年 7月 1日   MCAROIのバージョンアップによる改定 

・2023年 1月 10日  手動数え落とし補正に関するマニュアルを追記 

 

 

 


